
入院から退院までの簡単な流れ

1.相談 地域連携室の相談員および回復期リハビリ病棟師長が相談を承ります。

2.外来受診

紹介状をご持参下さい。患者様が来院できない場合はご家族だけの受診でも結構
です。
患者様ご本人の身体状態、これまでの生活環境や社会背景、これからの生活予定
やご家族の協力体制など、多くの情報の提供をお願いしております。
これは、「回復期リハビリテーション病棟」があくまでも自宅退院（または施設）に向
けたリハビリテーションを積極的に提供しているためです。

3.入院判定・入院予約
提供いただいた情報を基に、入院の可否と入院予定期間などを決めさせていただき
ます。入院中の病院やご自宅にご連絡いたします。

4.入院
入院日当日に外来受付にお越し下さい。病棟へご案内し、リハビリテーションチーム
による回復期リハビリテーションがスタートします。

5.評価および
　綜合リハビりテーション
　実施計画書の作成

入院時の患者様の全身状態やご家族の希望を基に、入院中の生活スケジュールや
練習スケジュールを決定し実施します。

6.カンファレンス
患者様の病気の治療やリハビリテーションの状況、病棟での生活状況などを基に、
今後の方針やゴールを設定します。患者様本人やご家族に説明し、方針への同意
をいただきます。

7.退院前訪問、試験外出・外泊
提供いただいた情報を基に、入院予定帰還などを決めさせていただきます。
入院中の病院やご自宅にご連絡いたします。

8.退院
在宅サービス、通所リハビリなどの介護保険サービスをご相談の上、
退院先を決定いたします。




